
呆証書 ^ 


> 今 

本書は、お買い上げの曰か5下記期間中故障が発生した場合に、下記記載 
内容で無料修理を行ラことをお約束するちのです。 

〈無料修理規定〉 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常なご使用状態で、な証期間中に故障した場合には無料修理 
をさせていただをます。 

(イ）無料修理をご巧頼になる場合には、お買い上げの販売店にご連絡ください。その際、製品と本書をご提示 < ださい。 
に）お買い上げの販売店に無料修理をご巧頼にならない場合には J V イアールジ切。セールス株式会社にご連絡ください。 

2. ご転居の場合の修理ご依頼先などは、お買い上げの販売店または、ノ V イアールジャノてンセールス株式会社にご巧 
談ください。 

3. ご贈答等で本書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない場合には、ノ V イアールジャノ f ンセールス株式会社 
へご連絡ください。 

4. 保証期間内でちなのよラな場合には有料修理となります。 

(イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

(□) お買上げ後の取付場所の移動、落下、弓 I 越し、輸送などによる故障または損傷。 

(八)火災'異常電圧•定格がの使巧電源廣圧、周波数) '地震'落雷•その他の天変地をならびに公害や塩害、その他 
の外部要因による故障または損傷。 

(二)業務用としての使用、車両'船舶への搭載など一般家庭し i (がに使用された場合の故障または損傷。 

(ホ)本書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句び書をかえられた場合。 

(へ)本書のご提示びない場合。 

(卜)消耗部品の交換や仕様変更など 

(チ)転居などで電源周波数変更び変わることにより、部品交換や配線の変更などび必要な場合。 

已.離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要する実費を申し受けます。 

日本割ホ、日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan 

7 .本書は、盜難•火災などの不可抗力し U がで紛失された場合は、再発行いたしませんので大切にな菅< ださい。 




《この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料期間修理をお約束するちのです。従ってこのな証 
書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明 
な場合は、お買い上げの販売店または、ノ V イアールジャノてンセールス株式会社にお問い合わせくださし、。 

※イ呆証期間経過後の修理や補修性能部品のな有期間については取扱説明書をご覧 < ださい。 
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才—ブンレンジ取扱説明書 


取觀誦書 


ノ、ィァール 品号 

オーブン以ンジ家庭用 



品番 


Haier 


保証書添付 


〈ハイアール〉 


• このたびは、お買上げいたださ、まことにあ 
りびとラございまず。 

•ご使用になる前に、必ずこの取扱説日月書をよ 
くお読みいたださ、正しくご使用 < ださい。 

• お読みになった後は、「保証書」ととちに大切 
に保管していたださ、取扱いび不明な場合 
や、不具合び生じたとをにお役立てくださし)。 



ち < じ 


ま全上のごミ主意 . 1〜8 

各部のなまえ . 日 • 10 

空焼きのしかた . 11 

使える容器、使えない容器 . 12 

ご飯やおかずをあたためる . 13 

I ストを焼く . 1己 

料理(お弁当やお恐菜など)をあたためる……16 
飲み物件乳や〕ートなど)をあたためる……17 

野菜をゆでる . 18 

解凍する . 19 

揚げ物 沃ぷ5や唐揚げなど) をあたためる . 20 

手動調理レンジを使う . 21 

手動調理才ーブンを使う(予熱ぁり)…23 
手動調巧才ーブンを使う(予熱なし’発酵） 24 

手動調理グ U ルを使ラ . 2己 

加熱のしくみ . 26 

お手入れ . 27 

故障かな？と思ったら . 28 

仕様 . 29 

保証とアフターヴービス . 30 

保証書 . 裏表紙 


• この製品は曰本国内用に設計されていますので、曰本国 
がでは使用でをません。 

FOR USE IN JAPAN ONLY . 





















































安ま上のご注意 


※ご使用になる制こ、この『ま 全上のごま 意』をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 
※お読みになった繳ホ、次にお使いになる場合にすぐ見られるところへ大切に保管してくださし、。 


表示について 


ここに表示している『ま全上のご注意』は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防止するためのも 
のです。 

『を腳『警告』『注意』の3つに大別してお知らせしています。いずれも安全に関する重要な内容ですの 
で、必ず守ってください。 


A 危険 

取り扱いを誤ると死亡、または重傷などを負ラ危険び差し迫って生じるび想定される内容を 
巧します。 

A 警告 

取り扱し)を誤ると死亡、または重傷などを負う可能性び想定される内容を示します。 

A ま意 

取り扱いを誤ると傷害を負ラ可能性、または物的損害のみび発生ずると想定される内容を 

■表示の例 


お守りいただく内容の種類を、絵記号で区分し説明しています。下記はその一例です。 

A A 記号は、「警告やを意を促ず」内容のをのでず。図の中や近くに具体的なを意内容(左図の場合は高圧を 
意 J を术します。 

局温汪忌 


⑩ 

分解禁止 


〇記号は、してはいけない r 禁止」内容のちのでず。図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場合は分解 
禁止)をおしまず。 


€ • 記号は、必ず実行していただ<「強制」内容のをのでず。図の中や近 < に具体的なおお内容(左図の場合 
は電源プラグをコンセントから抜 <) をおしまず。 


A 危険 


修理技術者外の人び、分解•改造•修 
理をしない 


吸気□•排気□にピンや針金などの金 
属物や異物、指を入れない 


• 火災•感電•ケガの原因にな0まず。 

本体やドアなどの分解•修理•改造を行うのは危険でず。 
また、キャビネットを外した状態では絶対に使用しない 
でください。修理はお買い上げの販売店または、お客 
様修理ごホ目談窓口にごホ目談< ださい。 



• 感電•ケガの原因になりまず。異物び中に入ったとさは、 
使用を中止しお買い上げの販売店にご相談ください。 



ず 


0 

禁止 


1 


A 警告 


水のかかるところゃ乂気のおくで使用 
しない 

• 感電•火災の原因にな0まず。 


上に水など液体の入った容器を置かない 

• こぼれた水などで電気絶縁び悪 < なり、感電•漏電火災 
のおそれびありまず。 



本体や庫内に水をかけない 

•電気絶縁び悪 < なり、ショー h 感電•火災のおそれびあ 
ります。 



水かけ禁止 


使用前に、包装材は全て取り除く 

• 変形•発火•火災の原因にな0まず。 

指示 



子供だけで使わせない 

•誤操作によるを害を認識し安全に操作でさないモ供だ 
けでは使わせないで < ださい。必ず、大人の方の監督の 
ちと使用してください。 

感量ケサやけどの原因になりまず。 



Q 

禁止 


燃えやずいもの、熱に弱いものを近づ 
けない 


• じゅラたん•畳•テーブルク□スの上に置いた 
0、カーテンなどの近くに置かないでくださ 
し、。焦げや乂災の原因にな0まず。 

また、スプレー宙は引火や破裂のおそれび 
あるため近づけないでください。 


Q 

禁止 


包装されていたポリ袋は、幼児の手の 
届くところに置かない 

• 中に入ったり、頭からかぶるなどして、窒息 
ずる原因になりまず。 


定格1日 A1U 上のコンセントを単独で使 
用ずる 

• 他の器具と併用した場合、分岐コンセント部び異常発熱 
して発火ずることびありまず。 



交流1 00V1U 外で使用しない 

•火災の原因にな0まず。 


Q 

禁止 
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安き上のご注意 〇づを 

AM 


電源コードやプラグび傷んだり、コンセ 
ントの差し込みびゆるいときは使用し 
ない 

• もしも電源コードに損傷びある場合は、ずクこお買い上 
げの販売店またはお客様相談窓口にご相談<ださい。 
修理は必ず資格を持った人び行うこと。 



調理中は絶対に、電源プラグを巧き差 
ししない 

• 感電や火災の原因にな0まず。 


0 

禁止 


電源コードは、排気□や温度の高い部 
分に近づけない 


• 乂災•感電の原因になりまず。 


0 

禁止 


お手入れの際は、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5巧く 



電源プラグは、濡れた手で巧き差ししな 
い 

• 感電やケガをずるおそれびあ0まず。 



電源プラグを本体で巧し付けない 

• 傷つさ、過熱•乂災の原因にな0 
ます。 


Q 

禁止 


電源コードは束ねたり、引っ張ったり、無 
理に巧げたり、ねじったり、重いものを 
載せたり、加熱したり、加工したりしな 
い 

•電源コードび破損し、感電•ショート•乂 
災の原因にな0まず。 



Q 

禁止 


電源プラグの刃および刃の取付面にホ 
コリび付着している場合はよく拭く 

•火災の原因にな0まず。 



異常時（煙•におい等）は、運転を中止し 
て電源プラグを巧さ、お買い上げ①販 
売店またはお客様相談窓□にご相談く 
ださい 

•異常のまま運転を続けると、 

故障•感電•火災の原因にな0 
ます。 


指示 
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A 警告 


ドアやドアのずき間び破損した場合は 
使用しない 

• 必ず修理を依頼し、修理後に使用してください。 

電波び漏れ、人体に障害をあたえるおそれびありま 
ず。 


♦ レンジ加熱のとさ • 


密封容器に液体食品を入れて加熱しな 
い 

• 爆発ずるおそれびあ0まず。 

Q 

禁止 


アースを 確実におこなラ 

•アースを取0付けないと、故障や漏電のとさに感電ずるおそれびあ0まず。 
アースの取0付けはお買い上げの販売店にご相談 < ださい。 



アースの 接続に ごいて 


■ コンセントにアース端子があるとき 


• アース線先端の皮をむさ、コンセント 
のアース端テに確実に接続してくだ 
さい。 



■ コンセントにアース端子がないとを 

• お買上げの販売店に、アースエ事(有料)を依頼して 
<ださい。アースエ事 ( D 種接地工事)は電気工事± 
の資格び必要でず。 


次の場所で使ラとさは、必ずアースおよび漏電しゃ断器 
を取0付けて < ださい。 

• 地下室などの湿気のをいところ 
• ±間やコンクリートの床など湿気のをいところ 
• 洗い場など、水のかかりやずいところ 


巧のところにはアース線を接続しないでくだ 
さい。 

• ガス管 . 爆発や弓 I 火のを険性びありまず。 

• 水道管 . プラスチックの部分びあり、アース 

効果びあ0ません。 

• 避雷針 • 電話のアース線 

……落雷のとさに大電流び流れを険でず。 



Q 

禁止 


漏電しや断おについて 

水気の多いところに据え付ける場合は、アースの他に漏電しゃ断器を設置することび義務づけら 
れています。詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。 
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安き上のご注意 〇づを 

八ま意 


ずさ間をあけて置く 

• 過熱し火災の原因にな0まず。また、左ちどちらか一方を必ず開放して設置してください。 

窓ガラスびある場合は、窓ガラスから 20 cm じ(上離してください。（窓ガラスび割れるおそれびありまず。） 





上にをのを置いたり、巧などをかぶせた 
0しない 

• 天面は必ず開放して < ださい。変形•発火•火災の原 
因になりまず。 


不ま定な場所に置かない 

•落ちた0、倒れたりして、ケガをずる原因になりま 
ず。また、置き台からはみ出して設置しなしでくださ 
し、。 



Q 

禁止 



Q 

禁止 


已 


A 注意 


吸気□•排気□をふさびない 

• 内部の温度び上び0、火災の原因にな0まず。 


庫内で発煙•発乂した場合はドアを開け 
ない 

• ドアを開けると勢いよく燃え、火災の原因になりまず。 



Q 

禁止 


巧類•ふさんの乾燥など、調理!^ソ外に使 
用しない 

• 過熱頃常動作して発火•火災の原因になりまず。 




禁止 


発煙•発火してしまったときは、次の処置をしてくだ 
さい 

①ドアを開けずに、取消キーを巧してください。 

⑨電源プラグをコンセントから抜いてください。 

③ 本体から燃えやずいちのを遠ざけ、鎮火ずるのを 
待ってください。 

④ 鎮火しない場合は、水または消火器で消化してくだ 
さい。 


ドアに無理な力や衝撃を加えない 

•本体び倒れてケガをしたり、変形し電波漏れの原因に 
なりまず。 


丸皿に衝撃を加えない 

•破損したり、落下してケガの原因になりまず。容器や食 
器の出し入れのときは、丸皿のふちに当たらないよう 
にを意してください。 


処置後は… 

そのまま使用せずに、必ず販売店に点検を依頼して 
<ださい。 


ドアに物をはさんだまま使用しない 

• 電波び漏れ、人体に障害をあたえるおそれびあ0まず。 



食品•油•煮汁などで巧れたままにした 
り、加熱したりしない 

•さびや発煙•発火の原因になりまず。付着したとさは必 
ずふさ取ってください。 
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安ま上のご注意 〇づを 


A ま意 

電源プラグを巧くときは、コードを持た 

長期間ご使用にな5ない場合は、ま全の 

ずにプラグを持って巧く 

ために電源プラグをコンセントか5巧く 

• コードを弓1っ張ると、コードび破損し、感電•シヨート乂災 
の原因になりまず。 

• 絶縁劣化による感電•漏電火災の原因にな0まず。 

〇 

运 

プラグを持つ 

プラグを扳< 

♦ レンジ加熱のとさ • 


吿詰、ビン詰、レトルト袋の食品は容器 
に移してから加熱ずる 

• 発火•破裂し、ケ好やけどの原因になりまず。 

また、鮮度保持剤(脱酸素剤)を入れたまま加熱しな 
いでください。発火ずることびありまず。 


〇 

容器に移ず 


容器の取り出しや、ラップを外ずときは 
ミ主意ずる 

• 容器び熱くなっていたり、蒸気び一気に出てやけどを 
ずるおそれびあ0まず。 

A 

高温ま意 


乳児のミルクなどのあたためは、仕上 
びり温度を確認ずる 

• 幼児びやけどをずるおそれびあ0まず。 

よくかさ混ぜてから仕上びり温度を確認して 
<ださい。 


指示 



卵はそのまま加熱しない 

• 大爆発(破裂)し大変を険でず。 


•卵を加熱ずるときは、よく割りほぐしてくださ 
し、。ゆで卵のあたためをしないでください。 


Q 

禁止 


皮や殻のある食品は、切れ目や割れ目 
を入れて加熱ずる 

• 破裂して、ケガやけどの原因になりまず。 


指示 



容器のふたや栓はがして加熱ずる 

• 破裂して、ケガ•やけどの原因になりまず。 

ふたを外ず 



加熱しずぎない 


• 飲み物（牛乳、コーヒー、水など)は、ふきこぼれたり、 
取り出ずとさに振動で突然沸騰して飛び散り、やけど 
のおそれびあ0まず。 

加熱前によくかきミ居ぜてください。（加熱後は、少し時 
間をおいてから取0出してください。） 


か量の食品（ポップコーン•ミックスべジタ 
ブルなど)、乾物などは発火ずることびあ 
りまず。 


Q 

禁止 


金属製のもの、アルミホイルなどは使 
わない 

• 火花び発生し、故障の原因にな0まず。 

※ただし、アルミホイルの電波を反射ずる特性を利用し 
て、解凍などに部分的に使うことびありまず。 

( P .22 参勵 
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A 注意 


オーブン•グリル加熱のとを 


加熱や加熱後しば5 くは高温のため庫 
内やキャビネットには触れない（ドアの 
取っ手や操作パネルは除 <) 


' 高温のためやけどの原因になりまず。 


Q 

禁止 


調理後の丸皿は、キャビネットや熱に弱 
いちのの上に置かない 

• 焦げや変形の原因にな0まず。 


0 

禁止 


食品の出し入れはミトン（厚め①手袋） 
を使ラ 


I やけどのおそれびありまず。 

また、破れたり;'!れているミトンは使わないで 
<ださい。熱 < 感じた0、やけどのおそれびあ 
りまず。 


〇 

指示 


加熱後のお手入れは、本体や庫内び冷 
めてか5行ラ 

•やけどのおそれびあ0まず。 ^ 

〇 

指示 


お願い 


調理拟外①目的に使わないでください。 

• 加熱により、発火•発煙•やけどのおそれびありまず。 

丸皿や容器を急に冷やさないでください。 

• 加熱後、庫内にあった丸皿や容器を急に冷やさないでください。ヒビび入ったり、割れたりずることびありまず。 
また、本体ドアに水をかけたり しないで ください。 

テレビやラジオか 53m じ Lh 離してください。 

• 雑音や映像の乱れの原因にな0まず。 


庫内びカラのまま作動させないでください。 

•庫内び異常に高温になり、故障やけどの原因になりまず。（才ーブン機能での空焼きを除く。） 

オーブンレンジの近くでは無線機器（無線 LAN など）の通信機能びほ下ずるこ 
とびありまず。 

• 無線機器の取扱説明書をお読みの上、ご使用ください。 

ミックスベジタブルは、少量での解凍•加熱はしないでください。 

• 爆発•乂花•発义•故障の原因にな0まず。 


調理中は時々庫内を確認してください。 

• 加熱しずぎによる容器の変おや発火を防ぐため、時々庫内を確認して < ださい。 
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各部のなまス 



排気口 

(背面、左ち側面) 
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胁肖玉 


© 

卜ースト 

〇お弁当 
©お您菜 

©牛乳-酒 
©つ-ヒ- 

ゆで野菜 

©葉果菓 
©根菜 

⑩解凍(肉•魚) 
のさしみ解凍 

©フ5ィ 


-• レンジ 

才-ブン 

ヴ U ル 

-• 10分 

1が 

10巧 


時間。 ス疋 


▲ 

温度/ 
仕上リ調節 

▼ •- 

JM - V 16 A 


付属^"^ 



回転台1枚 



庫内にセットし、この上に丸皿を乗せて使巧しまず。 
トーストは、丸皿を乗せずにこの上に直接置いて焼きまず。 


強い衝撃をあたえないよラにま意してください。特に、容 
器や食器の出し入れの際は気をつけてください。 


時間設定キー 

手動調理ずるとさの時間設定に 
使いまず。一21〜2已ページ 


表示部 

自動メニューの番号や仕上びり調 
節、時間、温度などを表おしまず。 


取消キー 

設定を間違えたとさや、加熱を途 
中でやめたいとさに使いまず。 


手動調理キー 

調理に合わせて、手動で時間や温 
度を設定ずるとさに使いまず。 
一21〜2已ページ 


温度/仕上びり調節キー 

自動メニューでの仕上び0の強弱 
の調節やオーブン加熱の温度合 
わせに使いまず。 

■仕上びりの強弱の調節 

〇加熱時間び1〜2割長 < なる 
〇加熱時間び1〜2割短 < なる 


自動電源オフ機能 

調理後しばらく何をしないと、自動電源オフ機能びはたらき、電源び切れまず。 
ドアを開閉することで電源び入ります。電源び入ると表示部に「□」と表おします。 


自動メニューキー 

温度や時間の設定を自動で行い 
よ9 〇 

③ 卜ースト ー*•1已ぺージ 

④ お弁当⑥お您栗一 1日ページ 
⑥ 牛乳.酒⑦コーヒーー 17ぺージ 
® 票果栗⑨根栗 — 18 ぺ—ジ 
⑩解ま(肉•角、)®さしみ)辑ま^] 9ページ 

©フライ ー20 ぺージ 


あたため/スタートキー 

レソート_ I 

加熱を開始ずるとさに使いまず。 

加熱中にドアを開けると一時停止 
しまず。ドアを閉めスタートキーを 
巧ずと加熱を再開しまず。 

あたため/を凍ちのあたため I 

キーを巧ずと自動でレンジ加熱を 
行しほず。一] 3ぺージ 
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空焼をのしかた 


♦初めて使ラ前に、油やにおいを取り除くため空焼さをしてください。 

♦換気のために、窓を開けたり換気扇を回したりしてください。 

♦油の焦げるにおいや煙び出た0することびあ0ますび、異常ではあ0ません。 
参煙やにおいに敏感なル鳥等ル動物は、別の部屋に移してください。 


5 


2 

4 

3 



レンジオ-ブンヴリル 


10巧 1お 10が 

' -時間設定- ， 


温度/ 
仕上1；)調節 



1庫内に何もセットせずにドアを閉める 

庫内に何ちないことを確認してください。 

2，三を押す 

3じ JI を押して210でに合わせる 
4 を巧して時間を20分に合わせる 

を押す 

庫内灯び点灯し、残0時間び表示され、空焼さび始ま0まず。 



空焼き終了 

終了音び鳴り庫内なび消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消好)にな0まず。） 

続けて調理を行ラ場合は、ドアを開け庫内を十分に冷やし 
てから行ってください。 


• 空焼さは連続して行わないで<ださい。 

•空焼き後に庫内底面に巧れやしみなどび出る場合びありまず。庫内び冷めてからお手入れを行ってください。 
•空焼さをせずに調理を行ってしまった場合でを食品には影響はありません。 


なえる容器、使えない容器 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒ—夕— 加熱け—ブングリル） 

陶磁器 

普段お使いの陶磁器はあら 
ゆる料理のあたためや調理 
にお使いいただけまず。 

ただし、金粉、銀粉のほどこさ 
使ぇまずれているちのは器を傷めた 
0、乂花び飛ぶことびあ0ま 
ずので使わないでください。 

ただし、耐熱性のある陶磁器 
やグラタン皿などは使えま 

X 

使えません 

耐熱ガラス容器 

^ 耐熱ガラス容器は、電モレン 
rj ジに:*適でず。 

ただし、急冷•急熱で割れるこ 
使えまずとびありまず。 

— ただし、急冷•急熱で割れるこ 
とびありまず。 

使えまず 

通常のガラス容器 

耐熱性びないので割れまず。 
Nr 強化ガラスち使えません。 

使えません 

X 

使えません 

倉 9 

金属製容器 

A A 電波を反射し、調理び出来ま 

X せん。 

使えません 

〇 

使えます 

耐熱プラスチック容器 

耐熱温度び14ぴ CLU 上また 
は r 電モレンジ使用可能」の 
表示びあるをの。 

油分の多い食品などは高温 
使ぇます1しな^る7^め使スません。また、 
ふたは熱に弱いちのびありま 
すのでごを意 < ださい。 

ただし、 r 才ーブン、卜ースト、 

グ U ル使用巧」の表示のある 
> >をのは使えまず。 

使えません 

プラスチッ 

ク容器 

资 

溶けた0、燃えた0ずるので 
\ r 使えません。ポ U エチレン、 
ク、フエノ-ル、メラミン、ユリア 
使ぇませんなども使えません。 

X 

使えません 

漆器および紙•木•竹製などの容器 

感^〇 

耐熱性びないので、塗りびは 
びれたり、ひび割れを起こすこ 
とびあります。特に、針金等を 
使ぇません使用しているちのは発义（ス 
パーク)することびあります。 

ただし、オーブンシートは使え 
まず。 

巧えません 

耐熱性のあるラップ 

耐熱温度び] 40で1；(上のち 

〇の 

油分の多い食品などは高温 
使ぇまずになるため使えません。 

溶けたり、燃えたりずるので 
使えません。 

巧えません 

アルミホイル〜^ 

電波を反射し、調理び出来ません。 

ただし、電波を反射する特性を利 
用して、臟な过こ部分的に使う 
@スませんことびあります。 （ P .22 参照） 

〇 

使えまず 














































ご飯やおかずをおたためる 


■-度に加熱できる分量：100〜巨〇 Og 

※飲み物は、温めないでください。 

飲み物は、 r ⑥牛乳•酒⑦コーヒー」キー 
(1 7ぺージ)または手動設定に]ぺージ) 
であたためて < ださい。 


1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消打)の時は、ドアを開けると r ピーッ」と音 
び鳴 D 電源び入0まず。 


2 




取消 


トト’ 

©お弁当 
©お想莱 

©牛乳•酒 
©つ-ヒ- 

r ^て‘野菜 
©葉果菜 

1 © 根菜 

⑩招;ま個•新 
のさしか解凍 

©フライ 


レンジ 

才-ブン 

ヴリル 

10巧 

1巧 

10巧 


口が日] aS と 


▲ 

温度/ 
仕上 IJ 調節 

▼ 


〇 を J 甲す 

1回巧ずと r ①あたため」、2回巧ずと r ③冷凍ものあたため」 
になりまず。 

① あたため ⑨ ちまをのあたため 

庫内灯び点灯し、加熱び始まりまず。約1已秒後に残り時間び 
表おされまず。 

■ 仕上びりの強さを調節したいとさは… 

▲ 加熱時間び1〜2割長<な0まず。 

▼ 加熱時間び1〜2割短 < なりまず。 





できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消好)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


■加熱び足りないとさは… 

レンジ rsoow 」 で様テを見なびら加熱してくださし、。 
( P .21 参勵 


• 加熱時間は、料理の種類や分量によって異なりまず。 

• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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三ックスベジタブル 

さやいんげん する 約100〜300邑 耐熱容器に入れ加熱ずる。 

コーン 


食品の種類 


ラップ 


分量 


あたためのポイント 


ごはん 


ピラフ 


する 


1〜4人分 
(約]已〇~600邑） 


ラップに包んだまま、皿や耐熱容器に入れ加熱ずる。 


1〜2人分 

(が]2已〇~已00邑） 


平らな皿にのせ、ほぐして加熱ずる。 


八ンバーグ 


スパゲティ 


焼さそば 


する 


1〜2人分 
(約] 00〜400邑） 


乾いているとさはバターやサラダ油をか量加えて加熱ずる。 
加熱後はミ畳ぜる。 


食品の種類 


ごはん 


どんぶりをの 


チヤー八ン 


ラップ 


しなし） 


分量 


1〜4人分 
(約]已〇~600邑） 


あたためのポイント 


かたいとさは、水または酒をふりかける。 


冷凍野菜にックスべジタブルなど)は、み量での加熱はしなし巧ください。焼乂ずることびありまず。） 
市販の揚げ調理済みの冷凍食品は、「⑩フライ」で加熱ずるとカラッと仕上び0まず。 （ P .2 □参照） 


A 警告 


直接 r ① あたため」または r ⑨をまちのあたため」キーを巧してあたためるとさは、100巨未満の食品はあたためない 

• 発火•発煙のおそれびあ0まず。 

•レンジ手動調理で様子を見なび5加熱してください。 


Q 

禁止 


コンソメスープ 
ポタージュスープ 


する 


1〜2人分 

(約1已〇〜 400 ml ) 


深めの耐熱容器に入れ加熱ずる。 
加熱後は混ぜる。 


八ンバーグ 


する 


1〜4個 

(約] 00〜400邑） 


加熱後はミ畳ぜる。 

仕上び0調節を強めにずる。 


スパゲティ 


焼さそば 


する 


1〜2人分 
(約] 00〜300邑） 


加熱後はおぜる。 


シュウマイ 


する 


1〇〜20個 
(約] 00〜300邑） 


表面び乾かないよラに、輕く水にくぐらせる。 

天ぷら敷紙やキッチンペーパーなどを敷いた皿にのせる。 


カレー.シチュー 


酢豚 


する 


1〜2人分 
(約] 00〜400邑） 


深めの耐熱容器に入れ加熱ずる。 
加熱後は混ぜる。 


シュウ7イ 


野菜炒め 


煮物 


カレー-シチュ - 


する 


しなし） 


する 


1〜4人分 
(約]已〇~600邑） 


1〜4人分 

(約1已〇~600邑） 


平 b な皿に重な b ないよつにのせる。 
表面び乾燥しないようにラップをずる。 


煮汁あるとさは、少し加えて加熱ずる。 
加熱後は混ぜる。 


深めの耐熱容器に入れ加熱ずる。 
加熱後は混ぜる。 


■ 冷凍ものあたため(冷;ま食品のあたため） 


揚 

げ 

物 


コンソメスープ 


ポタージュスープ 


焼さ魚 


八ンバーグ 


天ぷら 


コ□ッケ 


とんかつ 


しなし） 


する 


しなし） 


しなし） 


1〜4人分 

(約]已〇〜600 ml ) 


1〜4人分 
(約] 00〜400邑） 


1〜4人分 

(約100〜400邑） 


加熱後はおぜる。 


表面に膜びでさるのを防ぐためにラップをずる。 
加熱後はおぜる。 


ソース類は加熱後にかける。 
(飛び散0や焦げ付さを防ぐため） 


平らな皿に重ならないよラにのせる。 
仕上び0を弱めに調節ずる。 
r ⑩フライ」で力瞧ずる。 （ P .20 参勵 


■ あたため（常温、冷蔵食品のあたため） ※冷蔵食品の場合は仕上びり調節で強めで加熱しまず。 


その他 


ごはん物 


炒め物 


ごはん物 
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卜ーストを焼ぐ 


画一度に加熱できる分量：1〜2枚 (4 〜8枚切り） 


4 

2 


3 



f 岛， 

0お弁当 
©お想菜 

I r *— 乂卜 

r ゆで野菜 
©裏果菜 

t 貧根菜 f 

⑩解恥呼魚） 
のさしか解凍 


©フ5ィ 


レンジ 

才-ブン 

ヴリル 

10巧 

1巧 

10巧 


お1日 JsXAt 


▲ 

1 

温度/ 
仕上リ調節 

▼ 

1 


丸皿をセットせずにトーストを置く 

回転台は外さないでください。 例)卜ースト1枚のとき 

I ストは2枚まで焼くことびできまず 。取ク 

待機状態(液晶び消打)の時は、ドアを開け 
るどピーッ"と音び鳴り電源び入りまず。 



P 回を押す 


] 回押すと「3-1 (1 做」、2回押すと「3-2に枚)」の>(ニュ- 
になります。卿ずごとに、 3-1 と 3-2 が交互に切り換ります。） 


トースト2枚 



トースト1枚 

の 


3お好みに合わせて--を押して 
調節する 

4 巧甲す 

庫内好び点灯し、残0時間び表おされ、加熱び始ま0まず。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消打)にな0まず。） 

庫内び熱 < なっていまずのでを意して取0出して < ださい。 

■加熱び足りないとさは… 

グ I 」ルで様テを見なびら加熱して < ださい。 

( P .2 已参照） 


I 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 

I 調理後は庫内び熱くなっていまず。食品の出し入れの斷ま、やけどをしないようにを意してください。 
I 続けて調理ずる場合は、ドアを開け庫内を冷ましてから調理を行ってください。 



1已 


料理(お#当ゃぉ，想菜など)をあたためる 


■一度に加熱できる分量 

④ぉ弁当： 400〜70 Og 
⑥お您栗： 300〜已〇 Og 


3 

2 



取消 


r © 1 〇ぁ'#当 

@牛乳-酒 
0 つ-ヒ- 

h — X h 

©お想菜 

一-- 

ゆで野ま 
©葉果菜 
©根菜 

⑩解淑町魚) 
のさしを解ず 

©つライ 


レンジ 

す-ブン 

ヴリル 

10巧 

1巧 

10;少 


时问がぶ 


▲ 

温度/ 
仕上 IJ ) 調節 

▼ 


食品を庫内に入れる 


待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けると"ピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


P 回を押す 


1回巧ずと「④お弁当」、2回巧ずと「⑥お您菜」のメニューに 
なりまず。朋ずごとに、4と已び交互に切り換りまず。） 


④お弁当 


⑥お您票 


弓■■巧 

■仕上びりの強さを調節したいとさは… 

▲ 加熱時間び1〜2割長 < な0まず。 

I ▼ I 加熱時間び 1 〜 2 割短くなりまず。 

を押す 

庫内灯び点灯し、加熱び始ま0まず。約]已秒後に残0時間び 
表示されます。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内好び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態陳晶び消打)になりまず。） 

食品を取り出してください。 

■加熱び足りないとさは… 

レンジ rsoow 」 で様テを見なびら加熱してください。 
( P .2 1参照） 


加熱時間は、料理の種類や分量によって異な0まず。 

加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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飲み物件乳ゃコ-ヒ-など)をあたためる 


■-度に加熱できる分量：1〜4杯 

♦加熱前の基準温度 
牛乳…冷蔵保を約8で 
酒•コーヒー… 常温保を約2〇で 
♦2 杯 LU 上は分量をそろえてください。 
♦容器の8分目まで入れて < ださい。 
♦コップは低めの広口容器を使う。 



3 


2 


1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けるどピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


2 P 司を押す 


1回巧ずと「⑥牛乳•ミ酉」、2回巧ずと r ⑦〕ーヒー」のメニュ ー 
になりまず。师ずごとに、6と7び交互に切り換りまず。） 

⑥ 牛乳•酒 ⑦コーヒー 



■ 仕上びりの強さを調節したいとさは… 

[]▲ I 加熱時間び1〜2割長<な0まず。 

I 加熱時間び1〜2割短<なりまず。 


を押す 

庫内灯び点灯し、加熱び始まりまず。約]已秒後に残り時間び 
表示されます。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内好び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消打)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


■加熱び足りないとさは… 

レンジ r 日 00 W 」 で様テを見なびら加熱してくださし)。 
( P .21 参勵 


• 加熱時間は、料理の種類や分量によって異なりまず。 

• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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野菜をゆでる 


■一度に加熱できる分量 

⑥票果票：100〜40 Og 
⑨ 根菜：100〜100 Og 


3 


2 



I スト 

包お弁当 
©お想菜 

@牛乳-酒 
0つ-ヒ- 

ゆで野菜 

L © 根菜 

瓜解凍调•魚) 
のさしわ解;ま 

©フライ 


レンジ 

す-ブン 

ヴリル 

10巧 

1巧 

10;少 


时 r 司がぶ 


▲ 

温度/ 
仕上 IJ ) 調節 

▼ 


JM-V16A 


1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けると"ピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


2固を押す 

1回巧ずと r ⑨葉果菜」、2回巧ずと「⑨根菜」のメニューにな0 
まず。抑ずごとに、8と日び交互に切り換りまず。） 

⑥ 票果票 ⑨根菓 

■仕上びりの強さを調節したいとさは… 

^ 1加熱時間び1〜2割長くな0まず。 

I 加熱時間び1〜2割短くなりまず。 




を押す 

庫内灯び点灯し、加熱び始ま0まず。約]已秒後に残0時間び 
表おされまず。 


《22ページの 「野票をゆでるとさのポイン 

卜」 を合わせてご覧ください。 

できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内好び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態陳晶び消打)になりまず。） 

食品を取り出してください。 



■加熱び足りないとさは… 

レンジ 「600 W 」 で様テを見なびら加熱してくださし)。 
( P . 21参照） 


•加熱後、庫内から取り出し、ラップをしたまま已分ほど蒸らずと、よりムラなく仕上りまず。 

• 加熱時間は、料理の種類や分量によって異なりまず。 

• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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解巧ずる 


■一度に加熱できる分量 

⑩ 解凍(肉.魚）：1 00~400 g 
⑩ さしみ解;ま： 300〜已〇 Og 


3 


2 



1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けるどピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


g ) 國を押す 

1回巧すと r ⑩解凍（肉•魚）」、2回巧すと「⑩さしみ解凍」のメ 
ニューになります。朋すごとに、10と11び交互に切り換ります。） 

⑩ 解ず(肉•魚） ⑩ さしみ解凍 

■ 仕上びりの強さを調節したいとさは… 

[]▲ I 加熱時間び1〜2割長<な0まず。 

I 加熱時間び1〜2割短<なりまず。 

を押す 

庫内灯び点灯し、加熱び始まりまず。約]已秒後に残り時間び 
表示されます。 




できあびり(解凍終了） 

終了音び鳴り庫内好び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消打)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


■解凍び足りないとさは… 

レンジに 00 W 」 で様テを見なびら加熱してくださし)。 
( P .21 参勵 


• 発泡トレイを使わない場合は、平らな皿にキッチンぺーノ（一などを敷し)た上に食品を置いて解凍してください。 
• 庫内や丸皿び熱いとさは、ドアを開けて冷ましてください。 

• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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揚げ物(天，舶ゃ唐揚げなど)をあたためる 



1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けると"ピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


2 を押す 

「⑩フライ」のメニューび表示されまず。 

©フライ 



3お好みに合わせて--を押して 
調節する 


み* }りづ 

庫内好び点灯し、加熱び始ま0まず。約1已秒後に残0時間び 
表示されます。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内好び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消灯)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


■加熱び足りないとさは… 

グ U ルで様テを見なびら加熱してください。 
( P .2 已参照） 


• 加熱時間は、料理の種類や分量によって異な0まず。 

• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
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手動調理レンジを使弓 


2 


3 


■レンジオ-ブンヴリル 

,, ^ 

10巧 1巧 10巧 


し 栏 


LJ 


温度/ I W I 

仕上リ im 節 I ▼ J 


3 


4 


I 途中で様テを見なびら調理してください。 

I 食品の量び2倍になると、加熱時間は2倍弱になりまず。 

I 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 


食品を庫内に入れる 


待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けるどピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


を押して出力を合わせる 

押ずごとに、日 00 W 一4已 0 W 一 200 W と切り換りまず。 

例) 600 W の場合 



10巧 

1巧 

10巧 


时 ls3aX 化 



を押して時間を設定する 


20分 j ツ上に設定ずる場合は、秒は設定できません。 

■設定でさる時間 

已〇 0 W …〜3□分まで 


4已 0 W 
200 W 


-日日分まで 
-日日分まで 


※時間設定キーを巧した後に出力を変えたい場合は、 
取消キーを巧して手順2からや0直して < ださい。 


を}甲す 


庫内好び点灯し、加熱び始ま0まず。 



できあびり(調理終了) 


終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消好)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


© 

1—スト 

0お弁当 
©お想菜 

@牛乳-酒 
0つ-ヒ- 

ゆで野菜 
©葉果菜 
©巧菜. 

⑩昭ま调•窺) 
のさしか辟凍 

©フライ 
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上手にレンジを巧うポイント 

■ 上手に調理(加熱)ずるために… 

お弁当などは1個ずつ温める 

• 上下に積み重ねたりすると上手にあたたまりません。 

容器は必ず確認ずる 

•発泡スチ□ールや耐熱性のない容器は、あたため 
ないで < ださい。 

ゆでる煮るなどの調理は、食材の厚みや大きさをそ 
ろえる 

■厚みや大ささをそろえることにより、加熱ムラをみ 
なくずることびできまず。 

• 加熱後、庫内から取り出し、ラップをしたまま已分ほ 
ど蒸らずと、よりムラなく仕上りまず。 

加熱の途中で、裏返したりかき混ぜる 

• 加熱ムラをみなくずることびでさまず。 

卵はそのまま加熱しない 

• 大爆発(破裂)し大変を険です。 

• 卵を加熱ずるときは、よく割りほぐしてください。 

ゆで卵のあたためちしないで < ださい。 


野菜をゆでるとまのポイント 

■ 葉•果菜類 

洗った後の水滴びついたままラップに包み、ラップの重な 
り合った部分を下にして皿にのせまず。 

葉菜類 

•葉と茎を交互に重ねまず。（太い茎には十文字に包了を 
入れてください。） 

• アクのある野菜（ほうれん草、春菊、ル松菜など)は、力 □ 

熱後ずクこ流水にさらしてアク抜きをし、その後冷水に 
取って色止めをしまず。 

• 量び多いとき（300邑じ(上）は、半分に分けてラップに 
包んでください。 


果•巧菜類 

• 大ささをそろえて切りまず。 

• アクのある野菜(なず、ブ□ッコ U —、力 U フラワーなど） 
は、加熱前に食短水につけてアク抜きをしまず。 

• 色の濃い野菜（なず、ブ□ッコ1」 一、 さやいんげん、グ 
U — ンアスノ（ラガスなど)は、加熱後ずぐに流水にさらし 
てアク抜さをし、その後冷水に取って色止めをしまず。 


■上手に解凍するために… 

手動設定で解凍ずるときは、必ず吕 00 W ①出力で解 

凍ずる 

ラップやふた、飾りはがして解凍ずる 

•発泡トレイのまま解凍でさまず。ラップなどに包ん 
で冷凍した食品は、平らな皿にキッチンペーノ（一な 
どを敷いた上に食品を置いて解凍してください。 

解;ま前に常温で放置しない 

•冷凍庫から出してずぐに解凍ずることをお勧めい 
たしまず。食品から水(汁)び出るなどして風味や鮮 
度を損なラ原因にな0まず。 

アルミホイルを上手に利用ずる 

■あや厚みび巧一でない食品は薄いところや細かい 
ところを、厚みのある食品は外周をアルミホイル 
で包むことにより、解凍ムラを防ぐことびできまず。 
※アル5ホイルは庫内側面やドアに当5ないよ5にを意してく 
ださい。また、通甫の加熱調理にはアル5ホイルを使わない 
でください。発火(スノ くーク)して故障の原因になります。 

加熱調理を行った後は、庫内を十分にをましてか5解 

まずる 

• 加熱調理を行った後に解凍をずるときは、ドアを開 
け十分に庫内を冷やしてから解凍してください。 


■ 根菜類 

ラップに包み、ラップの重なり合った部分を下にして皿に 
のせまず。 

丸のままゆでるとき 

• 洗って、皮付きのままラップに包みまず。 

• 2個じ(上のときは、できるだけ大きさをそろえて重なら 
ないよラに並べまず。 

• 加熱の途中で一度上下をおしまず。 

• じゃびいち、さつまいち、さといをなどは、加熱後庫内か 
ら取り出し、ラップをしたまま已分ほど蒸らしまず。 

切ってゆでるとを 

• 皮をむさ、大ささをそろえて切りまず。 


※ルさく切ったものや少量で加熱すると、火花び出て編ブたり、乾燥することびあります。様子を見なびら加熱してください。 
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手動調理オーブンを®5 巧熱あり) 



1丸皿を外し因を押す 

待機状態(液晶び消打)の時は、ドアを開けるどピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 

予熱のときは丸皿を入れなし巧ください。(焼き上びりび悪くなります。） 

2 □曰を押して溫度を設定する 

巧すごとに 1 o ° c 単位で 1 ocrc 〜2 ] o ° c の範囲で設定できます。 
40で饶齢は予熱できません。 

温度設定勸こ、時間を合わせると予熱なしの設定になりまず。 


3 



を押す 


す。 

、約1日分 

，れる 

する 


勤犬 


1 


ヴリル 

1 


レンジ 

才-ブン 

卜 < 


已 

2 


I 10巧 I 1た、 10お’ 

しホ 

い Jtt 競《し ▼ 



庫内好び点灯し、予熱び始ま0まず。 

▼ 

予熱完了 電モ音で予熱の完了をお知らせしま- 

※約]已分間予熱を保持します。（予熱温度び300〜2 ] 日でのとさ 
後に温度び18日でまで下びります。） 

4丸皿をセットし食品を庫内に入 


5 


10お 1が 

'■ -時間設を 


斗 を押して時間を設定 


10秒〜99分の設定びでさまず。 

20分 j ツ上に設定ずる場合は、秒は設定できません。 


6 



を押す 

庫内好び点灯し、加熱び始ま0まず。 



できあびり(調理終了) 


終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待お 
態(液晶び消打)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 

I 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 

I 調理後は庫内び熱くなっていまず。食品の出し入れの斷ま、やけどをしないようにを意してください。 

I 加熱，終了後は電気部品を冷却ずるため、約1分間フアンび回りまずので、電源プラグを抜かないでください。 
I 続けて調理ずる場合は、ドアを開け庫内を冷ましてから調理を行ってください。 


© 

1スト 

0お弁当 
©お想菜 

@牛乳-酒 
0つ-ヒ- 

' ゆで野菜' 

©葉果菜 
©巧菜 

⑩昭ま调•新 
のさしか臟 

©フライ 
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手動調 a オーブンを使5 巧熱なし•発酶) 



1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けると"ピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


2 を押す 


3 --を押して溫度を設定する 

巧ずごとに40で（発酵)または] 0で単位で100で〜2 ] ぴ仁 
の範囲で設定でさまず。 


4 を押して時間を設定する 

10秒〜99分の設定びでさまず。 

20分！;(上に設定ずる場合は、秒は設定できません。 


0 を押す 

庫内打び点好し、加熱び始ま0まず。 


発酵について 

室温やご使用される容器によって、 
庫内温度は変わることびありまず。 
様テを見なびら時間を調整してく 
ださい。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消な)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 

• 調理後は庫内び熱 < なっていまず。食品の出し入れの際は、やけどをしないよラにミ主意してください。 

• 加熱終了後は電気部品を冷却ずるため、約]分間フアンび回りまずので、電源プラグを抜かないでください。（発 
酵を除 <) 


• 続けて調理ずる場合は、ドアを開け庫内を冷ましてから調理を行ってください。 
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手動調理グ IJ ルを使弓 


4 

2 

3 



1食品を庫内に入れる 

待機状態(液晶び消灯)の時は、ドアを開けるどピーッ"と音び 
鳴 D 電源び入0まず。 


^3ヴ…レを押す 


3 


10巧 

1巧 

10巧 


林间 aSlAC 



を押して時間を設定する 


10秒〜99分の設定びでさまず。 

2□分 j ツ上に設定ずる場合は、秒は設定できません。 


4 l ‘^ M を押す 

庫内打び点灯し、加熱び始ま0まず。 



できあびり(調理終了） 

終了音び鳴り庫内灯び消えまず。 （5 分後自動的に待機状 
態(液晶び消打)にな0まず。） 

食品を取り出してください。 


• 加熱中にドアを開けると一時停止しまず。ドアを閉めスタートを巧ずと残0の加熱を再開しまず。 
•調理後は庫内び熱くなっていまず。食品の出し入れの斷ま、やけどをしないようにを意してください。 
• 続けて調理ずる場合は、ドアを開け庫内を冷ましてから調理を行ってください。 


2已 


加熱のしくみ 

レンジ加熱 

電波(高周敵で食品を内とがか5同時に加熱します。 

•電波搞周拟び食品こ当ると食品の水分に吸収され、水の分テに摩擦運動び起きまず。この摩擦運動による 
熱で、食品は内と外から加熱されまず。 

■電波の特性 



水分のある食品は、吸収され 
まず。 



耐熱性のあるガラス容器、陶 
器などは、透過しまず。 



金属性の器などは、反射しま 
ず。 


ヒーター 加熱 

■オーブン加熱 

上下のヒーターで庫內全体を加熱し、焼さ 
上げます。 



■グリル加熱 

上下のヒーターで加熱し、食品の表面に焼 
さ色を付けます。 


をな 

今今今 


レンジ+ヒーター加熱 

電波搞周激とヒーターで同時に加熱します。 （ r 返)フライ」メニュ ー) 
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お手入れ 


Ai 

を 化 、 

言口 

お手入れの晩ホ、必ず電源プラグをコンセントか5巧く 

本体や庫内に水をかけない 

まためれた手で巧き差ししない 

• 電気絶縁び悪くな0、ショー h 感電•火災の原因にな 

•感電やケ前ずるおそれびあります。 

ります。 

プラグを抜くめれ手禁止 

V 

水かけ禁止 

J 


庫內•ドアの內側 


キャビネット(本体） 

固 < しぼっためれふさんで拭いて < ださい。 


固 < しぼっためれふさんで拭いて < ださい。 

庫内底圃ホ、丸皿•回転台を外しておいてください。 


洗剤を使用した勸ホ、十分に拭き取ってください。 

落ちにくし巧れは、めれふきんをのせ、ふやかしてか 


吸気□についたほこりは、定期的に拭き取ってくだ 

らおいてください。 


さい。 



ドア 

固 < しぼっためれふさんで拭いて < ださい。 
洗剤を使用した勸ホ、十分に拭き取ってください。 


丸皿個転台 

水洗いし、十分に水気を拭き取ってください。 

回転台の中央をつかみ、垂直に弓 I さ上げて外してください。 
回転台を庫内底面の軸にしっかりはめて、取り付けてくださし、 


雲母板(うんをばん） 

電波の出口を保護しているカノ（一でず。 
食品カスび付いたまま使用ずると、発煙- 
発火しやずいためこまめにお手入れして 
<ださい。 

このカノ（一は絶対に外さないでくださ 
し、。 


ごを意 

•揮発性のあるものは使わないでください。ベンジン- 
シンナーアルコールなどを使用ずると、変形•発煙 • 
発乂の原因にな0まず。 

• 洗剤をお使いになる場合は、台所用中性洗剤（食品、 
野菜、調理器具用）をラずめて使用してください。 


■電源プラグ•コードのち全点検 

• 電源コードに亀裂や、ずり傷びありませんか？ 

•電源プラグびコンセントに根本まで確実に差し込まれて 
いますか？ 

• 電源プラグに異常な発熱はありませんか？ 

•電源プラグの刃および刃の取付け面にホコリび付着し 
ていませんか？ 
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巧障かな？と思った S 

故障かな？と思った5、修理を依頼される前に下記のことを確認くださし、。 


こんなとをは 

ここを確認してください 

まったく動かない 

■ 電源プラグび抜けていませんか？ 

■停電ではありませんか？ 

■ ブレーカーび切れていませんか？ 

■ 調理中にドアを開閉しませんでしたか？ 

キーを 押してち 
何ち反応びない 

■ 表示部にの」を表をしていますか？一電源オフ機能び働いている場合は 
ドアを開閉し「□」表示び出てか5操作してください。 

スタートを 押してち 
加熱しない 

■ ドアびさちんと閉まっていますか？ ^再度ドアを閉めなおしてください。 

■ メニューは選びましたか？(出九時間の設定はしましたか？） 

ずぐに加熱び止まる 

■ 庫内び熱いときは、温度センサーび働さ加熱を止めることびあります。 

ードアを開けて庫内を冷ましてか5加熱してください。 

回転しない 
回転ムラびある 

■ 回転台•丸皿を正しくセットしていますか？ 

■ 食品(容器)び庫内の壁に触れていませんか？ 

食品びあたたま 5 ない 

■ 金属容器やアル5ホイルを使っていませんか？ 

レンジ調理のときに 
义巧が出る 

■ 金属容器やアル5ホイルを使っていませんか？ 

■ 金粉、銀粉などの飾りの付いた容器を使っていませんか？ 

煙び出る 

いやなにおいがずる 

■ ご購入後にカラ焼さされましたか？ 

■庫内やドアに、食品カスや煮汁などの油、液体び付いてしほせんか？ 

加熱中に上 ヒーターが 
ついたり消えたりずる 

■ メニューによりヒーター出力を調節しています。故障ではありません。 

加熱中に r カチカチ」と音びする 

■機械のスイッチ切換音です。故障ではありません。 

加熱中に庫内か日 r ボコン」と 
鳴ったり、をしむよラな音びする 

■ ヒーターけーブン/グ U ル)加熱をしているとき、熱で庫内壁面び膨張すると 
音びすることびあります。 

ドアび < ちり水滴が落ちる 

■食品か5水分や水蒸気び出ることびありますび本体には影響ありません。 

加熱終了後に口-:/」と音びする 

■ 本体内部のフアンび回ってし)る音です。 

■エラー表示 (エラー音び鳴りまず。） 

E 01 

■ 食品の量びをずぎまず。一取消キーを押して、分量を減5してください。 

E 02 

■ 食品の量び少なずざます。一取消キーを押して、分量を増やすか、加熱時間 
を減5してください。 

E 03 〜 E 07 

■ 製品び故障している場合びあります。一ご使用を中止して電源プラグを抜さ、 
お買い上げの販売店またはお客様相談窓□にご相談 < ださい。 
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仕様 


共通仕様 

品 番 

JM - V 16 A 

種 類 

オーブンレンジ 

電 源 

100V 己0/巨 OHz 共用 

加熱室有効寸法 

282x28 巨 XI 98mm (幅 x 奥行き x 高さ） 

丸皿直径 

270 mm 

がお寸法 

461 X 3 巨 0 x 293 mm (巾畐 x 奥さ x 高さ） 

電源コード 

1.己 m 

質 量 

13.1kg 

電子レンジ 

消費電力 

930/1 350W (己0/巨 OHz) 

高周波出力 

600 W 450 W 200 W 相当 

発振周波数 

2450MHz 

グ リ ル 

消費電力 

1 250W (己0/巨 OHz) 

ヒーター 出力 

1 200W (± 750W T 450W) 

才ーブン 

消費電力 

1 250W (己 0/60HZ) 

ヒーター 出力 

1200 W (上 750W T 450W) 

温度調節 

40で(発酵)、100〜210で 

消費電力量の目安 

区分名 

巨 

電子レンジ機能の年間消費電力量 

62.3kWh/ 年（已 0/60HZ) 

オーブン機能の年間消費電力量 

10.已 kWh/ 年（已 0/60HZ) 

年間待機時消費電力量 

OkWh/ 年（己 0/60HZ) 

年間消費電力量 

72.8kWh/ 年（己 0/60HZ) 


• 年間消費電力量は省エネ法•特定機器「電モレンジ」新測定法による値を表示してお0まず。 

• 区分名は省エネ法に基づさ、機能、加熱方式、および庫内容積の違いで分かれていまず。 

• 製品の外観および仕様は、改良のため予告な < 変更ずることびあ0まずび、ご了承 < ださい。 

•この製品は日本国内用に設計されていまずので、日本国外では使巧でさません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 


1愛情点検1 

★長年ご使用の『オーブンレンジ』の点検を！ 

り 

このよラな症状は 

ありませんか？ 

• 電源コード、プラグび異常に熱し、 

• 電源コードに深いキズや変形びある 
• 異常な音や焦げ<さいにおいびする 

• 自動的に切れないことびある 
• スパーク（乂花)や煙び出ることびある 
• その他異常や故障びある 

このよラな症状の時は、 

使用を中止し、故障や事故 
の防止のため必ず販売店に 
点検をご相談ください。 
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保証とア フターヴー ビス 


保証書(別添付) 


お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取0いたださ、内容をよ < お 
読みのあと、大切に保をしてください。 

—保証期間 X 

お買い上げ曰か 5 本体 1 年間 

ただし、発振管（マグネトロン）は、2年間^ 

です。 ノ 


修理を依頼されるとさ 


28ページの表に従ってご確認してください。それでを 
異常びある場合は、ご使用を中止し、必ず電源プラグを 
抜いてから、お買い上げの販売店へご連絡 < ださい。 
なお、食品の補償等製品修理(外の責任はご容赦くだ 
さい。 


保証期間中は 


保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 


お客さまご相談窓 □ 


■まずは、 お買い上げの販売店へ 

家電商品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販 
売店へお申し出ください。 

転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓口にお 
問い合わせください。 


商品についての全般のなご相談 
<お客さまセンター> 


が g 合ホ目談，富□: 0120 -8 巨已 -8 12 



9:00〜18:30 


《 FAX でご相談される場合 

お客さまセンター: 〇已 70-0] 3-7 日] 

( ナビダイヤルでおつなぎします。全国各巧より 
I 市内通話料金にてご利用いただけます。 


保証期間を過ぎているとをは 


修理ずれば使用できる製品については、ご希望により有 
料で修理させていたださまず。ただし、オーブンレンジ 
の補修用性能部品の最な保有期間は、製造巧ち切り後 
8年でず。性補修用性能部品とは、その製品の機能を 
維持ずるために必要な部品でず。） 


〔修理料金の仕組み) 

修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 


技術料 

診断 • 故障個所の修理および部品交換 • 調整•修 
理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

部品代 

修理に使用した部品および補助材料代です。 

出張料 

お客様のご依頼により、製品のある場所へ技術 
者を派遣する場合の費用です。 


商品の修理ヴービスについてのご相談 


修理相談窓□: 0120 -982 -已40 

月曜日〜金曜日 9:00〜18:30 
±曜•日曜•祝日 9:00〜17:30 


※上記のご相談窓□の名称、電話番号は変更することびありま 
すのでご了承ください。 



■"お客さまご相談窓口"における個人情報のお取扱いについて 

お客さまごホ目談窓□でお受けしたお客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたしまず。 

また、お客さまの同意びない限り第=ちへの開示は行いません。（業務委託の場合および法令に基づさ、必要とされる場 
合を除く。） 

•お客さまご相談窓□でお受けした個人情報は、商品•サービスに関わるご相談•お問い合わせおよび修理の対応のみを 
目的として用いまず。なお、この目的のためにノ \ィアールジヤノ（ンセールス株式会社および関係会社で上記個人情報 
を利用ずることびあ0まず。 

•上記目的の範囲内で対応業務を委託ずる場合、委託先に巧しては当社と同等の個人情報保護を行わせるととをに、適 
切な管理•監督をいたしまず。 
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